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【研究成果の概要】 （ 文 字 の大 き さ 9 ポ イ ント ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度）  
 

今 年度 は 、 ケ ーラ ー 多 様 体上 の 調 和 解析 に 関 す る研 究 を 行 い、 そ の 解 析の 基 礎 と なる 、 ケ ー ラー

多 様体 に 推 移 的に 作 用 す るリ ー 群 の 等方 部 分 群 の分 類 に つ いて 一 定 の 結果 を 得 た 。ケ ー ラ ー 多様 体

に 推移 的 に 作 用す る リ ー 群の 構 造 は 、多 様 体 の ファ イ バ ー 構造 の 存 在 証明 を 目 的 とし て 発 展 した

が 、実 際 に 現 れる フ ァ イ バー 構 造 の 分類 は 、 十 分に は 明 ら かで な か っ た。 そ こ で 本年 度 は 、 現れ う

る ファ イ バ ー 構造 の 具 体 的な 決 定 か ら研 究 を 進 め、 そ の 結 果、 等 方 部 分群 の 分 類 に関 し て 新 しい 知

見 を得 た 。 こ の結 果 は 、 今後 、 対 称 性を も つ 幾 何学 的 対 象 上で 解 析 学 を展 開 す る 際の 基 礎 と して 応

用 が期 待 さ れ る。 本 研 究 成果 に つ い ては 、 本 年 度 1 月 に 鳥 取で 開 催 さ れた 表 現 論 ワー ク シ ョ ップ に

お いて 発 表 し た。 発 表 時 点で は 一 般 の場 合 へ の 拡張 が 今 後 の課 題 で あ った が 、 参 加者 と の 議 論を 通

じ て、 一 般 化 に向 け て 検 討す べ き 論 点が 整 理 さ れ、 今 後 の 研究 方 針 を 明確 に す る こと が で き た。 現

在 、得 ら れ た 成果 を 論 文 とし て 取 り まと め て お り、 完 成 後 に学 術 誌 へ 投稿 す る 予 定で あ る 。  

 

ま た、 9 月に は 九 州 大学 で 開催 さ れ た 、チ ュ ニ ジ アの ス フ ァ ック ス 大 学 に所 属 す る  Ali Baklouti 

氏 を囲 む ワ ー クシ ョ ッ プ  “ Representation Theory and Harmonic Analysis”  に 参 加し た 。 同 氏の

研 究内 容 に つ いて は 、 以 前か ら 関 連 する 問 題 を 検討 し て い たた め 、 講 演後 に 意 見 交換 を 行 っ た。 そ

の 結果 、 コ ン パク ト 拡 張 とそ の 上 の 解析 に 関 し て有 益 な 示 唆を 得 る と とも に 、 今 後の 研 究 を 進め る

う えで 検 討 す べき 課 題 を 明確 に す る こと が で き た。 ま た 、 同じ く 9 月 に名 古 屋 大 学で 開 催 さ れた 日

本 数学 会 秋 季 総合 分 科 会 にお い て 、 教育 委 員 会 主催 教 育 シ ンポ ジ ウ ム 「変 わ り ゆ く数 学 教 育 ―学 習

指 導要 領 の 改 訂と 大 学 数 学教 育 の ゆ くえ ― 」 に 参加 し た 。 同シ ン ポ ジ ウム で は 、 近年 重 視 さ れて い

る 統計 教 育 に 深く 関 わ る 研究 者 に よ る、 デ ー タ の読 み 取 り 等に 関 す る 講演 を 聴 講 した 。 こ れ まで 附

属 国際 中 等 教 育学 校 で の 課題 研 究 活 動に 関 わ る 中で 、 生 徒 が統 計 を 実 際に ど の よ うに 扱 っ て いる か

を 観察 す る 機 会が あ っ た 。今 回 の 講 演内 容 は そ の経 験 と も 関連 し て 大 変興 味 深 い もの で あ っ た。 デ

ー タは 、 そ の まと め 方 や 提示 の 仕 方 によ っ て は 、意 図 せ ず 受け 手 に 誤 解を 与 え る 可能 性 が あ る。 一

方 で、 有 用 な デー タ を 適 切な 規 模 や 形式 に 整 理 する こ と で 、探 究 活 動 の中 で 効 果 的に 活 用 で きる 可

能 性も あ る 。 これ ま で は 探究 活 動 の 評価 に つ い て主 に 考 察 して き た が 、今 回 の 講 演を 通 じ て 、教 育

の 場に お い て デー タ を ど のよ う に 評 価し 、 活 用 する べ き か とい う 新 た な問 題 意 識 が生 じ た 。 今後

は 、こ の 問 題 につ い て 探 究活 動 と の 関わ り を 踏 まえ な が ら 検討 し て い く予 定 で あ る。  

 

さ らに 、 11 月 に は 2025 年 度表 現 論 シ ンポ ジ ウ ム の世 話 人 を 務め た 。 同 シン ポ ジ ウ ムは 東 海 大 学の

笹 木集 夢 教 授 とと も に 神 奈川 工 科 大 学 IT エ ク ス テン シ ョ ン セン タ ー で 開催 し た 。 若手 研 究 者 によ る

発 表が 多 数 行 われ 、 参 加 者 も 60 名 を 超え る な ど 、盛 況 の う ちに 開 催 す るこ と が で きた 。 シ ン ポジ ウ

ム 終了 後 に は 、例 年 通 り 、講 演 集 の 冊子 体 を 全 国の 数 学 教 室お よ び 希 望者 へ 発 送 した 。 今 回 、若 手

教 員等 研 究 支 援費 は 、 こ の冊 子 体 の 発送 に 必 要 な梱 包 資 材 等の 費 用 に も使 用 さ せ てい た だ い た。  

【研究成果発表方法】 
論 文  

1 . K. Arashi, Multiplicity-free representations of certain nilpotent Lie groups over 

Siegel domains of the second kind,  to appear in  the Proceedings of 7th Tunisian-

Japanese Conference, Springer Proc. Math. Stat. 

2 . K. Arashi, Isotropy subgroups for transitive Lie group actions on Kähler manifolds,

（ 仮題 , 執 筆 中） . 

 

口 頭発 表  

1 . 嵐  晃 一 , Isotropy subgroups of homogeneous Kaehler manifolds, 2025 年度 表 現 論 ワー ク シ

ョ ップ , 鳥 取 県鳥 取 市 ,  2026 年 1 月 . 

※ 発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る こ と 。  

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  

 


